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聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
政
府
当
局
に
お
い
て
は
、
纎
維
貿
易
公
団
手
持
の
輸
出
不
適
格
品
で
あ
る
絹
織
物
四
千
四
百
余
万

ヤ
ー
ド
、
人
絹
織
物
二
千
四
百
六
十
余
万
ヤ
ー
ド
を
三
月
中
に
国
内
に
放
出
す
る
計
画
が
取
り
運
ば
れ
て
い
る
趣
で
あ
る 

が
、
右
数
量
は
、
絹
織
物
に
お
い
て
昨
年
九
月
な
い
し
十
二
月
の
全
国
生
産
量
を
上
廻
り
、
人
絹
織
物
に
お
い
て
同
年
十 

一
、
十
二
月
の
二
箇
月
間
の
全
国
生
産
量
に
近
い
も
の
で
あ
る
。 

最
近
に
お
け
る
絹
、
人
絹
織
物
業
界
は
、
極
度
の
金
融
ひ
つ
迫
と
有
効
需
要
の
減
退
に
加
え
、
滯
貨
の
る
い
増
と
輸
出
不

振
に
よ
り
、
更
に
一
層
の
拍
車
を
か
け
、
市
価
の
暴
落
は
な
は
だ
し
く
、
群
馬
県
下
各
産
地
の
絹
、
人
絹
織
物
生
産
業
者 

は
、
極
端
な
る
不
況
に
沈
り
ん
し
、
日
を
追
う
に
従
つ
て
倒
壞
す
る
も
の
が
、
漸
増
の
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
ま
ま
に
放
任
す

れ
ば
ま
さ
に
業
界
は
破
滅
の
悲
運
を
招
来
す
る
こ
と
明
か
で
、
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
最
惡
の
事
態
に
ほ
う
着
し
て
い
る
。 

、

、

、

一
方
絹
、
人
絹
業
界
は
、
全
国
的
に
生
産
地
も
問
屋
及
び
小
売
業
者
も
一
様
に
不
安
定
な
市
況
に
困
ぱ
い
し
、
県
下
各
産

地
は
一
齊
休
業
を
断
行
し
よ
う
と
の
気
配
が
濃
厚
で
あ
る
。
こ
の
機
に
当
り
、
右
の
如
き
大
量
の
公
団
手
持
品
の
放
出
は
徒 

、

輸
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滯
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三 

、 
 

 

 

、 

、 
、 

 

 



 

四 
ら
に
業
界
の
不
況
を
深
刻
化
す
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
か
か
る
実
情
に
か
ん
が
み
、
右
公
団
手
持
品
の
放
出
に
つ
い
て 

は
、
そ
の
時
期
と
方
法
に
関
し
、
政
府
当
局
に
お
い
て
充
分
考
慮
し
、
放
出
に
よ
る
業
界
に
対
す
る
影
響
を
最
小
限
度
に
止

め
る
よ
う
措
置
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
こ
れ
が
対
策
如
何
。 
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